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蠶兒消化管の紫外線螢光に就て

山口定次郞

　Beer　S・　ergio（ユ930）はW喝》OLTL’s　lis，h七（紫外線？）を川θ・象獄の内部1；聲官の螢光色に就き研究

し、特に鴻化管壁が輝紅色（3くは輝Phl1りを示した事を記蓮してゐる。三障κも叉紫外線により同

様な観察を行ひ13eevとは添1号暴つカご現鋭を見たの脚だL舷に豫備的親察としてll己載するi次第である。

　　試験　方　油
　1，　材料謝1の湯殺；一供｝詳覧鍛児を9・O°C紘の熟湯に系勺10秒醐浸i澱し殺した。

　2．　解剖及湖察：一・一｛U酒食管を切開かつ“に食物を包含せるその訣s¢）もの叉は絶食せしめ

て陶中を塞にせるもの。b．漕化管を切開して食片を呂ヒひ讃り管壁の内側を表はしたものv

　以ltのr．つの場合に紫外線（Q職〕ltz　ltUl・11）に紫外線1慮光板を附したるもa．）により褐る）を照

加してその螢光を槻察しカ：、．此の場合S　tt川plO占よ濾続ヒllくは職卵i」‘垂釈（紫外線下にてドi色に見

える）に戴せた。

　　観察　結　果

　1，酒化管の金休に就て見るに之を切開して内部を紫外線に照射した場合箭腸及後揚部はで1σ

れも淡紫色を躍するo之はその内丹1芝がCllibin賛の爲であつて、外皮のChi七ilLも多く“⊃場合幣

同様なr嗜紫色螢光を最するもので此の職よりしても前後腸跳に外腔葉起iJ］ta．）ものなる鱗が朋か

である。中胃部に於てiま挺に猫殊な螢光色を艦するが之も亦その色相は條件によつて異るもの

である。

　2．　中胃を切開せざる場合で食物が充浦せるまSの轡壁の螢光色は、萌端1／4位は微かに喉

赤色を暴し、3く後部ユ／3（十数の深い絞鐵を腐する部）はその衰裏爾父は下腹而¢）み貿色を示

すものがある。之がないものもある。

　3，　食桑中の中胃を切囲してi’f壁細胞を傷つけざる様食JI’を洗ひ去り紫タト線を照射する，h、

螢光色別に中胃を前中後の三三三麗分に別ちうる。一般に前部は明紅、中部は淡紅を帯びたる暗次、

隷後部は燈黄色乃至燈色（叉は赤肇昂）を示す。術燈休として黄緑色叉は淡褐色を呈するものも

琶く　澄　　　、．鹸ゆ帽タト欄察は（2）の嚇と眼な

霧く　，　A　り焔（3）の齢の如絶搬1犠透して欄さ

　　　th～　　　　　　　　　　　　　な繋異を示す。
　　　が　s
　　　th　　　　　　　　　　　　　　6。撒種類に就て槻察した範剛では嚢育の時期に

ム灘鰐繋轡鎌鎌行．、よりても樋によりても亦㈱勺・・鰻異・覇様

　　繍鑛購繋鮮凱劇幡II添働る・
n・泄食管壁を切開きたる場合の螢光色　　　　以上の豫備的親察の結果から思考するに中習鍵が

　　（犠赫臓讐録難一例とし螢艶椰靴豚すは、樋、鶴の劇鋤の有

無等によるもので、換営すれば一つは遺鯨辱狛勺にft　kの晶種の塘徴を示し他は鴻化空埋¢）作用

的分化を示すと見るべきである。併かも中胃が部分ド1勺に螢光を異にするは、著者のレントゲン

透硯槻察に於て消化管の形態蓮動の局所的叢異ある嵜黍により・叉太田氏の泊化管の亙三体染色獣

験に於て色索の吸牧に層卿的塾異ある事叉近くは松村践の酵素作川の同様なる蕩ミ異を示せる實
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験等と棚倹つて獄兇中胃には湘化t・fk能の分化があるものならすやと考へる事が川來るo　帥1兎罹鰹

の螢光は消化管が分泌し、又は分泌せんとする消化液（各種酵素等を倉む）が部分的に湘逃す

るに備るか、或は鴻化吸牧により分解痩化せられたる欝養物質、の螢光の葬i異によるか、然ら

すんば中1馴芝膜和則琶肉腿の特殊螢光に隊1るかの執れかに1掃すべきものであらふo　拠にlll胃後部

が時としてその休腔側（血液但1）に黄色螢光物質の存在を示す事あゼ，は此の部が吸牧fil　i川とflサ

等かの關係があるらしく特に絹綜物質との關係がある様に諄怨められる。　此算の機能的分化の有

無又は螢光物質のrll來等は翻兇鴻化生理の研究L極めて璽要の問題であると僑する。而して蘭

記の如き螢光色相に關する種々の條件に就ては今後の研究に倹つべきものが多く研究を績けて

ゐるo　　　　　　　　（於　上田鷹紳専lll」1劃」定Feb．1　．1935）

薦兜の議育並に1性比に及ぽすX線

照射の影響に就て（豫報）

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　　　坂　　　　」｝父

　　工　緒　　　言

　欝卵、慧兜にX線照射をなし、その渡育及び経過を調査せる響量験は從來数多くなされてゐる

が晋薪も亦随卵，鑓兇及び輔等にX線をll毛｛射し、その影響を覗、胤つ之より廃下せる卵を購化

せしめて倒育なしその護育、維逝並に雌雄の1ゴk比を調査した。而して完企ではないが精興味あ

る結果を得たので舷にその櫻略を報濡」するものである。

　　II．供試材料並に方法

　材料難は．t・確辮馴1コ墨校にて飼育せる離按105易馳用ひた。X線照射に空i穿つては次の如

き試纒鎚萱を設けブ～ごo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　1・一・齢rpX線照射賊　　　　2．二齢rl・tX線1蝦射麗　　　　3．三齢rlπX線照射臓

　4・四齢中x線照射1・慌　　　5・瓢齢中x線照射匿　　　　6，一二齢中x線照射1　達

　7・二三齢中X線照射廠　　　8．三llし1齢中X線照射1・1毘　　9．　1几阻齢中X繍照

　10・各齢眠巾X線照i置　　　　11．全齢X線照躬1・｛荒　　　　12．催llf中X線照身士直

　13，標　準　冨

　但し各甑供試獄敏300頭とす。

x線の照射は1日2回宛・1回の欄塒H臆5つ珊，x線椥ナにはクーリツヂ管蜘蛸L管

球ツイラメント加熟電流4aユnP・管E求電流6m・amP揮∫二次電購G8K・V．にして照射距離40c憩。

　　IIL試験成績
　　1，　磯育穿伏態

　幼虫時代の磯育纒過及び蝸時…代の縄過も、從來諸麟麿の研究結果と同様にして、幼最桑時代及

び卵の催膏期間等に方急て標準慨と薯しい盤異を認超）得ないのである。然し全齢照射匠のみは柔騨

準慨及び他の各匪のものに比較して髭譲休取著しく軽く、X線の影響の湿鐙だしきを見受けられた。

吹に各匿共察易に化輔する事を得たQ輔期の一bミ短に就ては標醐・1ヨ1と顯祥な諾i異は認めなv・が輔


